
いじめ防止ラウンドテーブル開催 
～いじめ防止に積極的に取り組む中学校が集結！～ 

  福島県教育庁義務教育課では、不登校・いじめ等対策推進事業の一環として、コミュタン福島において

「いじめ防止ラウンドテーブル」を開催しました。この取組は、いじめ防止に積極的に取り組む中学校が推

進校となり、各校での取組を発表したり、意見を交流したりする活動を通して、「生徒の目線によるいじめ

防止の考えを広めよう」とする取組です。「はま・なか・あいづ」を代表して参加した３つの中学校の活動の

様子と、互いに意見を交流し更なるいじめ防止を目指そうとする生徒の様子をお届けします。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◇◆🏫【田村市立船引中学校】の取組発表より🏫◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

５月に生徒総会でいじめ防止に関する全体協議を見据え、全校道徳を行いまし

た。その後、いじめ防止に向けてどのような取組が効果的なのか委員会ごとに話し

合いました。そこで出た意見を執行部で集約し、いじめ防止に向けたポスターや動

画を制作し、市内の小学校で活用していただきました。 地域の方々と一緒にいじめ

防止を推進しています。                                    ＜作成したポスター＞                                                                                            

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆🏫【湯川村立湯川中学校】の取組発表より🏫◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

  年に２回、全校レクリエーション大会を実施しています。レクリエーション

を通してクラスメイト同士や学年を越えたコミュニケーションの活性化を図

り、人間関係づくりに努めています。また、「みんなの約束」という生徒会で

定めた学校生活のルールを定期的に見直し、改訂することで「全校生が

＜レクリエーションの様子＞  学校に来たい！」と思える学校づくりを生徒会中心に行っています。  

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇🏫【相馬市立向陽中学校】の取組発表より🏫◆◇◆◇◆◇◆◇◆◆ 

いじめが日常の様々な生活場面において誰にでも起こりうることに気付

かせ、よりよい人間関係を築くためにいじめ根絶宣言集会を実施していま

す。執行部が身近に起こったトラブルを再現した動画を作成し、話し合いま

した。また、SNS 上のいじめやトラブルを防止するために、いじめ根絶宣言

～SNS 編～を作成しました。他にも、他県の中学校と「いじめ問題」につい

て話し合うなど、いじめ防止に向けて様々な取組を実施しています。 



いじめ防止を推進する、生徒同士の語り合い 
～「いじめはなぜ起こるのか？」～ 

  いじめ防止ラウンドテーブルの後半は、各校３つのグループに分かれ、４５分間たっぷりと意見交流を

行いました。テーマは「いじめはなぜ起こるのか？」です。意見交流では、発言者の声に耳を傾け、うなず

きながら話を聴く姿、自分の経験を踏まえながら自分の考えを伝えようとする姿が見られました。時間が

進むにつれ、話合いが盛り上がったり、時には熟考したりしながらも、いじめ防止について真剣に考える

姿が、そして、本音で話し合う姿がどのグループでも見られました。生徒たちの本音から語られた言葉に

は、いじめを止める大きな力があるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進校の皆さんは、互いの考えを聞

き、刺激を受けたようでした。いじめ

防止ラウンドテーブル後も、いじめ防

止を推進する取組は、それぞれの学校

において継続中です。その後の取組に

ついても、ＨＰにアップしています。

ぜひご覧ください。 



いじめ防止ラウンドテーブルに参加した感想 

田村市立船引中学校 

〇  湯川中も向陽中も全校レクリエーション大会やいじ  

め根絶宣言集会など、それぞれの特色に応じて様々  

ないじめ防止の活動を行っていました。それぞれの学 

校の活動を参考にして自分たちの活動に取り入れて 

いきたいです。 

○  自分の学校以外のいじめ防止に対する取組を知りました。いじめは起こしてはいけないと  

いう意識を船引中学校の生徒一人ひとりにもってもらうだけでなく、相手の気持ちを考えて 

行動することを大切にするよう全校生に呼びかけていきたいと思います。 

〇  グループごとに行った意見交換では、他校の人たちとの仲を少しずつ深めながら話し合う

ことができました。ここでの「いじめを起こさないためには？」についての意見を、学校内でも

共有し広めていきたいです。 

湯川村立湯川中学校 

〇  意見交流では、個性とわがままの違いについて  

話し合いました。「価値観の違い」からいじめが生  

まれるという意見が出ました。相手のことをよく知 

ろうとすることが大切ではないかと思いました。 

〇  他校のみなさんと話し合いをすることで、自分た  

ちでは出てこなかった提案や考えが出てきました。いじめ防止についての話し合いはとても 

重要だと思いました。 

○  いじめ防止ラウンドテーブルに参加して、いじめの怖さを改めて知ることができました。い

じめを防止するためには、様々な考え、出来事を同じ角度から見るだけでなく、違う角度から

も見て、理解しようとすることが大切だと思いました。 

相馬市立向陽中学校 

〇  集団で生活している学校では、「違い」が目立つと 

排除したり他者より優位に立とうとしたりする気持ち  

から、いじめが起こってしまうことがあるのではないか 

と思いました。個性を尊重する観点から、「違い」を排 

除するのではなく、「いいところ」として認め合える環 

境や雰囲気づくりを自分の学校で行っていきたいと  

強く思いました。 

〇  意見交流では、「価値観の違い」がキーワードになっていました。相手の価値観を知るため 

にも、相手のことをよく知ることが大切だと思いました。相手のことをよく知るために行ってい 

る全校レクリエーションは、よい取組だと思いました。 

○  いじめをなくすには、生徒同士の絆を深めることが大事だと思いました。そのために、他校 

の取組を参考にして、学年を問わず交流できる活動を実施していきたいです。 

 

推進校の皆さんの意見や感想から、いじめをなくそうという強い思いを感じます。 

ラウンドテーブルでの交流をいかし、各校や地域に、皆さんの思いを発信し続けてください。 


